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芸術家支援・日本の芸術振興に関わりたかったからです。芸術
に長く携わっていた私は、将来は表現するのではなく、表現者
を支える立場に属したいと考え、最も大きな規模で支援に携わ
れる文部科学省を志望しました。
（行政／総合教育政策局）

もともと教員を目指しており、大学で教職課程を履修している
中で、現在の厳しい学校現場の現状を知り、国という大きな立
場から、全国の教員の処遇・待遇や、魅力向上を行いたいと思い、
志望しました。（行政／初等中等教育局）

大学時代、神経生理学の研究室に所属しており、基礎研究への
支援に携わりたいと思ったこと、また、高校時代に文部科学省
が行っている「トビタテ・留学JAPANプログラム」を活用して
留学し、素晴らしい経験をしたことから、自分も次世代の支援
に携わりたいと思ったからです。（化学／科学技術・学術政策局）

小学生のとき、自分以外誰も手を挙げない授業があり、もっと
児童みんなが主体的に参画できる授業だといいなと思い、教育
に興味を持ちました。また、教育に携わる職業は多岐にわたり
ますが、その中でも文部科学省職員を志したのは、人々の根源
たる教育を変えることによって日本をより良い国にしたいと考
えたからです。（行政／研究振興局）

大学での自身の研究活動で感じた研究環境等の課題を改善する
ことで、日本の研究力向上につなげていきたいと考えたからで
す。また、学生時代に学んだ専門的知識や経験を生かすことが
できる仕事がしたいと思い文部科学省を志望しました。
（化学／研究振興局）

どんな人も学ぶ機会を失わず、伸び伸び成長できる社会作りに
貢献したいと思い志望しました。また、教育だけでなく、文部
科学省の所掌する4つの分野すべてに興味があり、好奇心を持っ
て仕事ができると思ったからです。（行政／文化庁）

志望動機

仕事のスケールが大きく、携わった仕事が報道になりやすいこ
とです。携わった仕事が報道で流れていると、「日本のために働
けている」とやりがいを感じ、モチベーションにも繋がってい
ます。（行政／大臣官房）

学校等への補助金事業の執行を担当しています。補助金の仕組
みの理解だけでなく、教育全般の知識が求められるため、勉強
は大変ですが、知らなかった分野に触れる機会がたくさんあり、
楽しいです。（行政／初等中等教育局）

業務によっては大学の先生方や一般の方に関わるものもあり、
常に責任とやりがいを感じています。特に会議の開催準備等、
長い時間をかけて準備してきたことが形になったときにやりが
いを感じます。（化学／研究振興局）

自分が携わっている事業が報道やSNSで取り上げられているの
を目にすると、普段扱っている事柄の大きさを感じ、やる気と
責任感が湧きます。まだまだ勉強ばかりの毎日ですが、働いて
いる環境が興味関心のある事柄で溢れているため、問題意識を
持って様々な政策を普段から眺めているだけで楽しいです。
（行政／研究振興局）

政策や法律に限らず、国として意思決定をする際には多くのプ
ロセスを経る必要があることに入省してから気づき、一年目職
員として、その末端の仕事に責任をもって取り組む必要性を感
じています。（化学／研究振興局）

普段の業務としては予算の執行を担当していますが、現地視察
等を通し、執行された予算がどのように活用されているか研究
者の方々からお話を聞くと、国としての責任の重さを感じると
同時にやりがいを感じます。（行政／研究振興局）

仕事のやりがい

一年目職員からのメッセージMESSAGE
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繁忙期には、独特な緊張感が漂い、まるで室温が上がったよう
に錯覚することもありますが、自分の周りは優しく明るい方が
多いため、大変な時期も乗り越えられているのだと感じます。
（化学／大臣官房）

職場の風通しはよく、1年目職員の話であっても上司はきちんと
聞いてくださいますし、業務で失敗をしたときにはなぜ失敗を
したのか、どうすれば改善できるのかを一緒に考えてくださる
ので、仕事で思い詰めることなく業務ができています。
（化学／大臣官房）

温和で、前向きな方が多いと思います。難しい問題があっても、
協同して解決しようという風土があり、安心して働くことがで
きています。（行政／初等中等教育局）

私の所属している課はコミュニケーションが活発で、話しやす
い雰囲気だと思います。係内では業務で困っている時は上司が
丁寧に教えてくださるため、毎日沢山勉強してます。
（行政／初等中等教育局）

和やかな人が多く、それぞれが自分の仕事に誇りを持っていると
思います。また、仕事熱心の方が多く、一つ一つの仕事をチーム
で丁寧に仕上げる雰囲気があります。（行政／高等教育局）

課内は、県庁や大学等他機関からの出向者もおり、部署全体の
人数も多いため、とても活気に溢れています。新型コロナウイ
ルス感染症が落ち着いている時期には、ランチ会を行い、業務
上直接関わることのない方々との交流も深めることができ、生
き生きとした雰囲気にあふれています。
（化学／科学技術・学術政策局）

とても前向きで明るい職場です。また風通しもよく、上司はも
ちろんですが、他の係の先輩方も質問したら何でも相談に乗っ
てくださいます。頼れる同期等、周りの人に恵まれた環境だと
感じています。（化学／研究開発局）

職場の雰囲気

就職は、人生の大きなターニングポイントになります。緊張す
る瞬間もたくさんあるかと思いますが、人生の集大成だと思っ
て、是非120%のパフォーマンスを発揮してください！
（行政／大臣官房）

勉強や情報収集等色々と大変だと思いますが、残りの時間で
様々なことに触れ少しでも自分の間口を広げておくと、入省後
に生きてくると思います。頑張ってください！
（行政／総合教育政策局房）

文部科学省は、教育、科学技術・学術、スポーツ、文化と幅広
い業務を所管しており、また子供や若者を対象としたものが多
く、希望を持てる明るい仕事が多いと思います。職員の方々は
業務に対する熱い気持ちを持っており、また、困っていると一
から優しく仕事を教えてくださいます。興味のある方は是非文
部科学省を受験してください！（化学／科学技術・学術政策局）

文部科学行政は、より良い未来を創造するための政策を沢山担
っていると感じます。明るい未来像を思い描ける方、未来像の
実現に向けて今取り組むべきことにガッツをもって立ち向かえ
る方が歓迎されると思います。（化学／研究開発局）

私自身、漠然と教育に携わりたいと思っていましたが、その選
択肢が無数にあるため進路に悩みました。今は、熱い思いを持
った方々と働くことができ、入省してよかったと思っています。
沢山悩んで決断していただければと思います。
（行政／スポーツ庁）

高い志を持って文部科学省を目指している方が多いと思います。
様々な場面で壁にぶつかることもあるかと思いますが、是非自
分を信じて進んでください。また、心と体はすべての資本とな
るため、心身ともに健康であることを大事にしてください。
（行政／文化庁）

文部科学省を目指す方へ

※（採用区分／現所属）
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入省1年目～3年目の職員にアンケートをとり、説明会や職員訪問等でよく聞かれる質問に答えてもらいました！

若手職員のアンケート

Q1 出身地はどこですか？ Q4 文部科学省ならではの魅力を教えてください。

●幅広い分野を所掌している点だと思います。様々な分野に関心のある方、
好奇心旺盛な方にはもってこいです！

●大学等の著名な研究者、有名スポーツ選手や文化人といったその道を究
めたプロと話ができ、最先端の情報に触れられながら仕事ができること
です。

●親しみやすい方が多く働きやすい職場だと思います。省内の職員とのや
り取りが多いので、フレンドリーな方が多いことは大きな魅力です。

●日本全体の教育に影響を与えることができるところです。
●所属部署だけでなく様々な分野と関わる機会があることです。異動を含
め、多様な分野と関わる機会があり、日々新しい話題に触れられます。

●日本の未来を切り開く子供や研究者を支援することを目指し、非常に前
向き志向な仕事ができるところです。

●教育、科学技術・学術、スポーツ、文化と様々な分野のなかでも、規模
の大きな最先端の仕事ができるところです。

Q2 大学時代の学部を教えてください。 Q5 入省前と入省後のギャップを教えてください。

●想像していたよりも、さらに幅広い分野を扱っているところです。
●民間・地方自治体・他省庁から出向等で来ている人もいていろんなバック
グラウンドを持っている人と一緒に仕事ができて刺激になっています。

●若手でも自分の意見を言ったり、様々な経験をさせてもらえる機会が多
かったことです。

●思いのほかお堅い業務ばかりでは無く、良い意味で「国家公務員」感は薄
かったです。

●テレワークやフレックスタイム制が浸透しており、想像していたより、
ずっと柔軟な働き方が可能でした。

●職場の雰囲気として固いイメージがあったが、実際に働いてみると和気
あいあいとした雰囲気で働きやすいです。

●連絡調整に係る業務が非常に多く、コミュニケーションが重視される職
場でした。また、国会対応や審議会運営等、緊急性・重要度の高い業務
も若手のうちから任せてもらえました。

他府省庁

地方自治体

民間

大学職員

独法職員

その他

Q3-1 就職活動で併願した先はどこですか？（複数回答可） Q6 仕事をする上で心がけていることはなんですか？

●事務連絡等、多くの人の目に留まる資料を作成するときは、特に読み手
の視点に立ち、読みやすく理解しやすい文章となるよう心がけています。

●疑問点や不安点は曖昧にしないことです。少しでも不安な点があれば、
必ず確認しています。

●実際の学校や研究機関等の現場の視点に立って業務に携わることを常に
意識しています。

●職場や研究機関等の方々と一緒に仕事をしているという事を忘れず、他
者を思いやる気持ちを大切にしています。

●常にどんなことにも関心をもち、アンテナを張ることです。また、業務
で困っている人がいたら助けることを意識しています。

●自分がその仕事に関わることで、如何に付加価値を生み出せるかを意識
して業務に取り組んでいます。

●行政官として、法令等の根拠に基づく対応を心がけています。また、常
に学ぶ姿勢を忘れず、知識等培える続けることです。

Q3-2 併願先ではなく文部科学省を選んだ理由は何ですか？ Q7 仕事へのモチベーションはなんですか？

●毎月のお給料日を心待ちにしています！
●（小さなことでもいいので）達成感を得ることと、毎日のお昼ごはんを楽
しみにしています。

●若手でも大きな仕事にチェレンジできる事です。
●やることリストを作成して一つずつクリアしていくことです。
●休日に出かけることが１番のモチベーションです！
●視察先で子供たちが楽しそうなところを見ると頑張ろう、と思います。
●今まで知らなかった分野について、業務を通して様々なことを知ってい
けるということが楽しいです。

●面談シートを、自然に嘘をつくことなく書けたことが決め手です。
●同期や人事職員の方が話しやすかったことです。社会人になると職場に
いる時間が長くなるので、過ごしやすさを重視していました。

●官庁訪問で職員の方や同期と出会い、一緒に働きたいと感じたからです。
●教育という未来への投資を担う省庁であり、他省庁とくらべ最も前向き
に働くことができるのではないかと思ったからです。

●多様なジャンルの業務にチャレンジでき、好奇心旺盛な自分に合ってい
ると思いました。

教育系
法学系
経済・経営・商学系
国際系
文学系
人文社会系
理学系
工学系
化学・生物・薬学系
農学系
その他

北海道
東北
関東甲信越（東京都以外）
東京都
東海・北陸
近畿
中国・四国
九州・沖縄

30

58

15

19

2

3

様々な学部の
出身者が活躍
しています！

地方出身者も
たくさんいます！
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文部科学省職員研修体系
（主なものを抜粋）

役職段階別

新規採用職員研修

文部科学省若手育成サポートシステム（通称：メクサポ）

国会研修

広報基礎研修

文部科学省職員教育行政・学校教育等実務研修

3年目フォローアップ研修

長期在外研究員制度

幹部候補育成課程研修

科学技術・イノベーション政策研修

新任幹部業務研修

管理職マネジメント研修

新任幹部セミナー

働き方改革と女性活躍等に係る管理職員向け研修

役職段階を問わない

個人情報の保護に関する研修

再就職コンプライアンス研修

国家公務員倫理に関する職員研修

情報セキュリティ研修

総合的なハラスメント防止研修

国立大学法人等制度研修

会計研修

国際業務能力啓発研修（ビジネス英語等）

メンタルヘルス研修

1on 1ミーティング（コミュニケーション充実）研修

情報システム統一研修

自己啓発研修（放送大学）

ワークライフバランス研修（子育て・介護世代対象）

LGBT研修

係
員
級

係
長
級

課
長
補
佐
級

管
理
職

必須 任意

※他省庁主催の研修も含みます。また、内容は令和4年度のものであり、今後変更される場合があります。

文部科学省職員教育行政・学校教育等実務研修

　若手職員が学校や教育委員会、国立大学法人等において実務に
従事することにより、地方教育行政や学校教育、社会教育等の実
際についての見識と理解を深めるとともに、その経験をその後に
おける文部科学省での施策の企画立案、実施等に活かし、国や地
方における教育行政の充実に資することを目的とする研修です。
研修期間は2週間～1ヶ月程度の短期と1年間の長期があります。

　研修先の大学では、主に教育者育成の現状と課題、教員就職率向上のための取組について、学
生支援や研究支援に係る業務補助等を通じ、理解を深めました。学生や組織をより良い方向に導
く上で、最良の選択・方法は何か、日々議論を重ね、検討を進める教職員の方々の姿がとても印
象的でした。研修を通して得た知見や現場に寄り添う姿勢を大切にし、未来を担う人材の育成及
び活躍推進に向けて、できること、なすべきことを一つ一つ積み重ねていきたいと思います。

齊藤 彩香  令和3年入省（行政）

メクサポ（MEXT SUPPORT：文部科学省若手育成サポートシステム）

　入省1～3年目職員が安心して円滑に職務に臨めるよう、資質
能力の向上等の支援を目的とした勉強会で、対象職員が参加しや
すい時期に開催されています。
　企画・実施は、若手職員有志による企画委員会と大臣官房人事
課が連携して行っています。
　定時後に任意参加で開催しており、テーマは「国会」「法律」「予
算」「税制」等の実務的な内容や、文部科学省が推進している政策
等についてで、講義とワークショップを組み合わせた形式で実施
されています。

　メクサポでは、省庁における主な業務である国会対応の基礎や、より実務的な業務について学
びました。担当業務以外についても学ぶことができ、座学だけでなくワークショップ形式で開催
されることもあるため、学んだことをその場で周囲と共有できるところが魅力的です。個人的には、
「税制」に関する講義が印象に残っています。普段の業務で携わったことのない税制について、文
部科学省における税制を例に学ぶことができる貴重な機会であり、中でも学校の入学金が非課税
であることを初めて知り、まだまだ知らないことが沢山あると感じました。今後も、メクサポを
通じて自分の所掌する業務以外についても積極的に学んでいきたいです。

葉山 涼  令和３年入省（行政）

受講生より

受講生より



文部科学省では、どんな人材を求めているのですか？

文部科学省では「教育」 「科学技術・学術」「スポーツ」 「文化」といった幅広い分野を担当して
います。これらは、 「人材の育成」の観点から、いずれも極めて重要な行政分野であり、未来
の動向を見据えた総合的な政策の企画・立案及びその展開が強く求められています。「人」を
育て、 「知恵」を生み出し、 「未来」の基盤を創っていくという役割を担う文部科学省では、人
間が好きで、将来のビジョンのための新しい感覚、柔軟な思考力とそれを現実に結びつける
のに必要な、困難な課題にも粘り強く立ち向かう気概や想いを持った方々を求めています。

配属先はどのように決まるのですか？希望はどれくらい反映されますか？

毎年人事担当との面談等を通じて、今後のキャリアプランについて希望を伝える機会を設け
ています。本人の希望も考慮しつつ、適性を踏まえて、配属・異動を決定しています。

文部科学省以外の機関で働く機会はありますか？

キャリアパスの過程で他府省庁、地方自治体、国立大学法人・独立行政法人等へ出向する機
会があります。各機関への出向を通じ、ものの見方や考え方の幅を広げ、現場を通じて考え
方を深める大変貴重な経験となります。

Q総合職と一般職の職員の仕事内容は、どのように違うのですか？

総合職は政策の企画・立案や省内外との調整業務、一般職事務系は総務、会計といった管理
業務や事業の実施、一般職技術系は技術的な知識、経験を背景に専門性を活かせる業務に携
わることが多いかと思います。しかし、従来から文部科学省では本人の希望や能力、適性等
を踏まえた人事配置をしており、一般職職員が、適性や能力に応じて、政策の企画・立案の
色合いの濃い仕事に携わることもあります。

事務系行政官と技術系行政官の職務上の違いはありますか？

試験区分に応じて、事務系採用、技術系採用とありますが、事務系行政官・技術系行政官の
区別はありません。当然、高度な専門的知識を必要とする業務の場合は、事務系と技術系の
背景を考慮しますが、入省後は 「適材適所」で配置が決まります。これからの「変革の時代」
を乗り切っていくためには、自分の専攻分野にとらわれず、幅広い視野を持って、新しい世
界にどんどん挑戦していく積極性が求められます。

説明会情報はどこに掲載されていますか？

文部科学省一般職事務系・技術系採用ホームページに掲載しております。また、Twitter・
Facebookでも随時更新情報を投稿しておりますので、併せてご確認ください。
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採用関係
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業務内容について

採用について



文部科学省　採用 で検索してください

Twitterアカウント
@mext.recruit

Facebookアカウント
@mext.recruit

文部科学省HPにて、説明会情報や職員訪問等、採用に関わる情報を随時更新しておりますのでご覧ください。
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行　　政

デジタル・電気・電子

機　　械

土　　木

建　　築

物　　理

化　　学

農　　学

農業農村工学

林　　学

合　　計

試験区分別

説明会情報についてはSNSでも発信しております。

（単位：人）
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平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
（内定者数）
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（18）

（1）
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5

（18）

（2）

平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
（内定者数）

採用情報

文部科学省の採用情報について

※（　　）内は、女性数で内数　　　※技術系は、「行政」以外の理工系・農業系の試験区分の受験者を募集対象とし、試験区分にとらわれない採用を実施。
　　　　　　　　　　　　　　　　 ※令和3年度まで実施されていた電気・電子・情報区分は令和4年度以降のデジタル・電気・電子区分と同項目で計上。

学部卒

大学院卒

学部卒・大学院卒の別 （単位：人）

※（　　）内は、女性数で内数　　　※令和5年度内定者については、卒業見込者を含む。



事務系
大臣官房人事課任用班任用調整係（内線2133）
E-mail：mext-s@mext.go.jp

〒100-8959 東京都千代田区霞が関3-2-2
TEL.03-5253-4111（代表）

技術系
大臣官房人事課任用班任用第二係（内線3426）
E-mail：saiyou-tech@mext.go.jp

施設系
大臣官房文教施設企画・防災部
施設企画課総務係（内線2523）
E-mail：sisetu-somu@mext.go.jp
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千代田線霞ヶ関駅

銀座線虎ノ門駅

霞が関ビル

西館

共用ロビー

銀座線虎ノ門駅新連絡口
11番出口直結

銀座線虎ノ門駅
連絡口6番出口
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玄関
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中央合同庁舎7号館
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中央合同庁舎7号館
旧文部省庁舎


